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第１回学校運営協議会議事録 

 

令和７年５月１３日（火）16:00～ 

山梨県立日川高等学校・視聴覚室 

 

１．開会のことば（教頭） 司会者（教頭） 

 

２．校長挨拶 

 本年４月に創立１２４周年を迎えた。勉学においてはＳＳＨの探究活動を通じて、また部活動では全国 

募集の実施や、クラウドファンディングを用いた人工芝生化の実現などが進められている。 

 今回は多くの議題があるが、特に休日部活動の地域移行・地域展開について、県内でも初の試みにもな 

るので、様々なご意見をいただきたい。 

 

３．自己紹介 

＊金丸 敏 氏（山梨市一町田中区長） 

＊飯塚 健二  氏（ＰＴＡ会長）高 42 回卒 

＊芦澤 薫 氏（同窓会会長）  

＊岡村 美好 氏（山梨大学特任准教授） 

＊前澤 美代子 氏（山梨県立大学 准教授）本日欠席日川の卒業生 

＊市川 智彦 氏（弁護士）高 42 回卒 

＊久保川 貴教 氏（山梨市教育委員会学校教育課長）高 39 回卒 

＊大沢 和洋 氏（山梨市役所総務課長）高 35 回卒 

＊中澤 良太 氏（加納岩総合病院院長） 本日欠席 

＊清水 誠治 氏（日川小学校校長） 

＊鶴田 誠司 氏（山梨北中学校校長）高本日欠席 35 回卒 

 

４．学校運営協議会の設置等に関する規則の確認（教頭説明）  

５．学校運営協議会の流れについて（教頭説明） 

６．日川高等学校運営協議会会長等選出（互選） 

  会長；飯塚氏  副会長；金丸氏 を教頭より提案し、承認された。 

 

７．議事 （１６：１６～） 

 （１）令和 6 年度学校評価・学校評価報告書について  ⇒ 承認 

    学校評価報告書を作成するにあたって、学校評価結果概要をもとにしていることを説明。 

    学校評価結果の一部について報告した。（生徒・保護者・教職員） 

    本校の特徴として、図書館利用について否定的な回答が多い。また、昨年度議論していただいたが、 

    シラバスについて今年度は教員の意識をしっかりとするということを行う。 

    評価報告書の学校関係者評価の部分が委員の皆様から頂いた意見を反映していることを説明。 

   （質問） 特になし 
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 （２）令和７年度学校指導重点について  ⇒ 承認 

    校長が令和７年度学校指導重点を説明 

（質問）（Ａ委員）指導重点１．（１）について、昨年度までは共通で４時間学習・２時間練習と具 

体的な数値があったが今年度は「多様なニーズ」となっており、生徒が私はどれくら 

いやったらといったようにならないか。 

        ⇒ 各年次に任せている。「学年＋１時間」を基本としているが、その中で自分はこれく 

らいというのを設定させるようにする。 

 

 （３）令和７年度学校評価・学校評価報告書について  ⇒ 承認 

    教頭が１７ページを説明 

   （質問）特になし 

 

 

 （４）その他 

  （校長より） 

    １８ページ以降の日川高校における休日部活動の地域移行・地域展開について（案）の説明 

   （質問）（Ｂ委員）例えば、いままで本校の部があり、その部が県予選に出場し勝ち上がると県代 

表となったが、クラブチームになった場合はどうなるのか。 

⇒ 部活動としては存在するため、これまで通りの考え方。あくまで、練習の環境を整え 

るというイメージ。クラブで（中学生も含めて）練習するが、試合には部活動（日川高 

校の部員のみ）として出場。 

       （Ｂ委員）もし万が一、スポーツ事故等が発生した場合はどのような補償になるのか。 

        ⇒ 部活動ではないので、日本スポーツ振興センターの保険は適用できないため、任意の 

保険に入る。 

       （Ｃ委員）同窓会ではフェスタ日川という取り組みで、日川高校の魅力を中学生を中心に 

発信しているが、このような取り組みも非常に素晴らしいのでぜひ実践してほしい。 

日川クラブの実施主体はどこか。 

        ⇒ 実施主体は事務局を作らなければ難しいと思う。そこが重要課題である。 

       （Ｃ委員）子どもたちからすると、上のレベル（高校生）と活動できるのはうれしいこと 

だと思う。 

       （Ａ委員）日川クラブは部活とは別物と考えてよいのか。具体的には、平日の部活は強く 

なるため、土日のクラブ活動は楽しくという考え方で良いのか。 

        ⇒ アンケート結果では競技力を上げたいと考えている生徒は３割に過ぎない。そのよう 

なことからも、そのような（上記のような）考え方も良いと思うが、可能ならば日川ク 

ラブの中でも住み分け（競技力の向上・）ができると良いと考えている。 

       （Ｄ委員）地域移行については、中学校でも始まっている。特に高校では初めての試みと 

しては素晴らしいことだと思う。できる限りの協力をしていきたい。 
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       （Ｅ委員）費用面の記載がないが、どのようにしていくのか。 

⇒ 本校の部活動後援会の支援を考えているが最終的には受益者負担。 

  また、この取り組みを横（他校）に広げていければ、県からの補助金が出るのではな 

いかとも思う。 

       （Ｂ委員）優秀な指導者を呼ぶためには大きな金額が必要になると思うその辺はどうか。 

        ⇒ アンケート上の話になるが、保護者は平均で２０００円程度なら負担しても良いとい 

         う回答がある。 

 

 

８．報告・連絡事項 （１７：０４～） 

（１）令和７年度の取り組みについて、芦澤教務主任より説明 

 （２）その他 

    

 

９．拡大いじめ対策委員会について 

   教頭より拡大いじめ対策委員選出についての説明 

 

10. 閉会のことば 

  【17:12】終了 

 


